
公会堂歴史小話 

９．時代と共に新たなジャンルへ 

 

昭和20年代後半から特に30年代は、クラ

シック音楽公演の会場としての公会堂は“黄金

期”を迎えたといえます。 

その後、1958 年（昭和 33 年）に愛知文化

講堂（現在のオアシス21の場所）が、1972年

（昭和 47 年）には名古屋市民会館（現日本特

殊陶業市民会館）が、1992 年（平成 4 年）に

は愛知県芸術劇場がオープンしました。 

オーケストラやオペラの公演はこれらのホー

ルに移っていったため、クラシックホールとして

の公会堂の役割は戦前からの大きな足跡を残し

つつも徐々に小さくなりました。 

クラシック以外でも、返還後から昭和 40年代

半ばまでは、歌謡ショーを始めグループサウンズ

やその後のフォークソングのブームで音楽公演

が公会堂でも多く行われましたが、その後中日

劇場（1966年/昭和41年開館）、愛知県勤労会

館（1970 年/昭和 45 年開館）、愛知厚生年金

会館（1980年/昭和 55年開館）などに移っていきました。 
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昭和40年代半ばから海外の

ポップス歌手やロックバンドが

来日するようになり、名古屋で

は公会堂で数多くのコンサート

が行われました。当時、新しくで

きたホールがロックコンサート

を受け入れなかった、という事

情があったようです(一説によ

ると市民会館で椅子の上に立っ

たお客さんが椅子を壊したこと

が理由だとか…)。また公会堂

は残響時間が短く、大音量のコンサートと

相性が良かったようです。 

 

当時から現在まで、海外メジャーバンド

の公演を数多く主催してきたCBCテレビ

の記録を見ると、東京では武道館を満員

にするような有名バンドが次々と公会堂

に来ています。 

現在までの出演アーティストは、数が多

すぎてとてもここには全てを書き切れま

せん。主なアーティストだけでも、リストの

とおりの豪華な顔ぶれです。そこで公会

堂はいつしか、洋楽の聖地やロックの殿堂

と呼ばれるようになったのです。 
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また、改修工事前に公演時のポスターやプ

ログラムを使い、特別展＜名古屋市公会堂と

ロックコンサートの半世紀＞を実施しました

が、これは大きな反響をいただきました。 

 

 

 

 

 

その後現在に至る公会堂利用の大きな特徴としてサブカルチャーと公会堂につ

いてもご紹介しておきます。 

サブカル系の大規模イベントとしては通称「コミケ」で親しまれている同人誌即売

会「コミックマーケット」が有名です。コミケの第 1 回が開催されたのは 1975 年

（昭和 50年）。実は名古屋でもそのわずか 2年後に

「コミックカーニバル」の名で同種のイベントがスター

トしています。この「コミカ」は 2回目以降、たびたび

公会堂 4 階ホールで開催されました。当時から一部

のファンはキャラクターの衣装で来場しており、後の

コスプレに繋がります。 

時は移り 2008 年（平成 20 年）前後から公会堂

と鶴舞公園はコスプレの聖地と呼ばれ始めました。

最盛期には年間のコスプレ利用日数が全体の何と

38％を占め、毎週末コスプレイヤーが全国から集結

しました。 

1970 年代に芽を吹いた名古屋のサブカルが、40

年後に大きく花開いた訳です。 
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おわりに 

公会堂のあゆみをご紹介してきましたが、1930 年（昭和 5 年）の開館以来、公

会堂が名古屋市を中心としたこの地域の文化振興において大きな役割を果たして

きたことをお分かりいただけたのではないかと思います。 

また、開館 90周年の年にあたる 2020年（令和 2年）には公会堂の建物が国

登録有形文化財として登録されました。 

名古屋の貴重な文化遺産でありつつ、今なお現役の施設であり「文化を通じて

人々が集う場」として存在する名古屋市公会堂では、これからもみなさまのご来

場・ご来館を心よりお待ちしております。 

 

 


